
計
画
と
決
算
で
、
困
難
な
事

情
の
説
明
に
終
始
さ
れ
る
社
長

が
お
い
で
ま
す
。
成
功
も
失
敗

も
必
ず
訳
が
あ
り
ま
す
。

成
功
に
出
会
う
人
は
押
し
な

べ
て
自
分
で
為
す
目
標
を
決
め

行
動
し
て
い
ま
す
。

問
題
意
識
も
目
標
も
持
た
ず
行

動
を
し
な
い
人
は
、
失
敗
す
ら

で
き
な
い
も
の
で
す
。

問
題
の
本
質
は
、
成
長
か
衰

退
の
何
れ
か
一
点
で
す
。

中
に
は
存
続
と
言
う
人
も
い
ま

す
。
実
に
消
極
的
な
思
考
で
す
。

変
革
無
く
て
現
実
は
確
実
に
衰

退
し
て
い
る
の
に
で
す
。

こ
れ
は
数
字
が
的
確
に
証
明
し

て
ま
す
。

会
社
の
最
重
要
な
課
題
は
何

か
の
問
い
に
実
際
全
社
員
は
即
、

答
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

全
く
分
か
っ
て
い
な
い
の
が

実
情
で
し
ょ
う
。

給
料
さ
え
受
取
れ
れ
ば
考
え
た

こ
と
も
な
い
。
と
っ
さ
に
経
営

者
の
仕
事
だ
と
答
え
る
社
員
が

い
る
も
の
で
す
。

会
社
の
成
長
と
発
展
に
力
は
無

く
、
改
革
に
多
く
の
時
間
を
要

し
、
実
現
は
不
可
能
に
近
い
。

契
約
書
で
責
任
が
無
い
か
ら

と
、
社
会
的
や
道
義
的
な
責
任

を
全
く
感
じ
な
い
人
も
い
ま
す
。

法
律
に
違
反
し
な
い
か
ら
問

題
が
な
い
と
判
断
す
る
人
は
、

元
々
信
用
に
値
す
る
人
で
は
有

り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
巧
言
令
色
鮮
し
仁
、
面

従
腹
背
は
爬
虫
類
の
脳
で
判
断

す
る
、
大
丈
夫
の
「
ボ
ン
ク
ラ
」

思
考
が
確
実
に
会
社
を
潰
す
人

で
す
。
人
間
と
し
て
意
識
レ
ベ

ル
の
問
題
で
す
。

国
境
を
問
わ
ず
、
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
、
暗
黙
知
の
上
に

胡
座
を
か
い
て
い
ま
す
。

あ

ぐ

ら本
質
は
法
律
で
は
な
く
、
自

分
の
心
に
恥
な
い
、
人
に
恥
じ

な
い
道
理
の
基
本
ル
ー
ル
で
す
。

こ
れ
を
真
の
「
志
」
と
言
う
の

だ
と
思
い
ま
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

成
長
分
野
は
何
で
し
ょ

う
。
第
一
の
矢
が
大
胆

な
金
融
政
策
（
黒
田
バ

ズ
ー
カ
）
第
二
の
矢
が
機
動
的

な
財
政
政
策
（
作
業
員
不
足
）

第
三
の
矢
が
民
間
投
資
を
喚
起

す
る
戦
略
で
し
た
が
雲
散
霧
消
、

影
す
ら
な
い
。

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減

少
社
会
へ
の
突
入
と
い
う
日
本

の
経
済
社
会
が
抱
え
る
大
き
な

課
題
を
前
に
、
日
本
経
済
を
本

格
的
な
成
長
軌
道
に
乗
せ
る
こ

と
は
そ
う
容
易
く
な
い
。

た

や
す

こ
の
１
年
間
の
変
化
を
一
過

性
の
も
の
に
終
わ
ら
せ
ず
、
経

済
を
回
転
さ
せ
て
い
く
た
め
に

は
、
日
本
人
や
日
本
企
業
が
本

来
有
し
て
い
る
潜
在
力
を
覚
醒

し
、
日
本
経
済
全
体
と
し
て
の

生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
「
稼
ぐ

力
（
＝
収
益
力
）
」
を
強
化
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

ギ
ア
を
一
段
階
シ
フ
ト
ア
ッ
プ

し
、
日
本
企
業
の
体
質
や
制
度

と
慣
行
を
一
変
さ
せ
る
気
概
で
、

日
本
の
「
稼
ぐ
力
」
を
取
り
戻

す
た
め
の
大
胆
な
施
策
を
講
ず

る
好
機
で
あ
る
。
こ
の
日
本
の

ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
こ
と

を
覚
悟
す
べ
き
あ
る
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
企
業
経
営
者

や
国
民
の
一
人
一
人
が
自
信
を

取
り
戻
し
、
未
来
を
信
じ
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
挑
戦
す
る
具

体
的
な
行
動
を
お
こ
す
か
ど
う

か
に
か
か
っ
て
い
る
。
岩
盤
規

制
に
穴
を
空
け
、
自
立
な
き
企

業
や
個
人
は
活
動
し
や
す
い
環

境
が
整
っ
て
も
、
経
営
者
が
大

胆
な
事
業
再
編
や
新
規
事
業
に

挑
戦
し
な
け
れ
ば
、
消
費
増
税

の
先
送
り
で
も
総
選
挙
を
何
回

し
て
も
解
決
し
な
い
の
で
あ
る
。
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失
敗
を
避
け
る
事
だ
け
に

集
中
し
て
い
る
と
、
目
先
の
小

さ
な
成
功
に
出
会
え
て
も
、
大

き
な
成
功
は
不
可
能
で
す
。

失
敗
す
る
の
は
、
課
題
や
目

標
を
持
っ
て
行
動
す
る
時
に
起

き
ま
す
。

進
歩
す
る
た
め
、
予
測
し
な
い

出
来
事
が
起
き
、
失
敗
は
必
然

で
す
。

失
敗
を
繰
り
返
し
重
ね
た
実

績
が
「
創
造
力
」
を
鍛
え
、
時

間
を
友
に
螺
旋
的
に
精
度
を
上

ら

せ

ん

げ
る
結
果
が
、
大
発
見
や
大
成

功
に
繋
が
っ
て
い
く

の
で
し
ょ
う
。

ま
た
何
故
計
画
や

目
標
（
数
値
）
に
達

し
な
い
の
で
し
ょ
う

・
自
分
の
内
な
る
感

性
（
勘
・
直
感
・
腕
）

を
信
じ
て
い
な
い

・
常
識
や
定
説
に
従

が
う

・
頭
で
仕
事
を
し
て

い
る

・
現
象
（
数
値
）
が
示
し
て
も

真
実
（
サ
イ
ン
）
と
思
わ
な
い

こ
れ
ら
が
複
合
し
た
結
果
、

失
敗
を
極
端
に
恐
れ
、
本
質
を

見
抜
く
野
性
的
な
行
動
力
が
退

化
す
る
の
が
失
敗
の
要
因
で
す
。

本
来
独
断
と
偏
見
は
、
独
創

的
（
創
造
的
）
な
の
で
す
。

私
は
渋
沢
栄
一
も
松
下
幸
之

助
も
本
田
宗
一
郎
も
創
業
当
時

は
独
断
と
偏
見
の
塊
だ
っ
た
と

理
解
し
て
い
ま
す
。


